
令 和 ５ 年
11月28日
（火曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

山
口
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
会
計
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
告
示

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出
（
厚
政
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
機
関
の
指
定
（
厚
政
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
指
定
辞
退
の
届
出
（
厚
政
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

漁
業
災
害
補
償
法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
区
域
及
び
区
分
の
設
定
に
関
す
る
告
示

の
一
部
改
正
（
農
林
水
産
政
策
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

漁
業
災
害
補
償
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
定
の
水
域
の
設
定
（
農
林
水
産
政
策
課
）

二

…
…
…
…

漁
業
災
害
補
償
法
第
百
二
十
五
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
一
定
の
区
域
の
設
定
に
関
す
る

告
示
の
一
部
改
正
（
農
林
水
産
政
策
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

海
岸
保
全
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
（
漁
港
漁
場
整
備
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

公
共
測
量
の
実
施
（
三
件
）
（
監
理
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
選
管
告
示

政
治
団
体
の
名
称
等

五
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

政
治
団
体
の
異
動
事
項

五
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

資
金
管
理
団
体
の
異
動
事
項

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

規

則

山
口
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
五
十
九
号

山
口
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
規
則
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

百
八
十
三
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を

第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

森
林
環
境
税

第
百
八
十
三
条
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十

二
号
と
し
、
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

地
方
税
法
第
七
百
三
十
九
条
の
五
第
六
項
の
徴
収
金

第
百
八
十
四
条
第
一
項
中
「
第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
七
条
第
一
項
中
「
第
八
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
医
療
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

廃
止
年
月
日

名

称

所

在

地

医
療
法
人
社
団
恭
仁
会
利
重
ク

リ
ニ
ッ
ク

山
口
市
江
崎
二
二
二
九
の
一

令
和
五
、

八
、
三
一

ひ
だ
ま
り
歯
科
医
院

周
南
市
久
米
中
央
一
丁
目
一
七
番
一
四

号

〃

一
〇
、

一

ひ
ま
わ
り
薬
局

宇
部
市
西
小
串
一
丁
目
三
番
一
五
号

〃

九
、
三
〇

石
橋
薬
局

岩
国
市
車
町
二
丁
目
六
番
二
六
号

〃

八
、
三
一

美
東
薬
局

美
祢
市
美
東
町
大
田
五
四
三
九
の
一

〃

一
〇
、

七

株
式
会
社
セ
ン
ト
ラ
ル
薬
局

山
陽
小
野
田
市
中
央
一
丁
目
五
番
二
二

号

〃

九
、
三
〇

一
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み
ず
ほ
薬
局
須
恵
西
店

〃

大
字
小
野
田
三
九
四
二

の
一
二

〃

一
〇
、

一

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の

た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

周
南
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

光
市
島
田
二
丁
目
二
三
番
八
号

令
和
五
、

一
一
、

一

ひ
だ
ま
り
歯
科
医
院

周
南
市
久
米
中
央
三
丁
目
七
番
三
号

〃

一
〇
、

〃

セ
ン
ト
ラ
ル
薬
局

山
陽
小
野
田
市
中
央
一
丁
目
五
番
二
二

号

〃

〃

〃

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

指
定
年
月
日

名

称

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

株
式
会
社
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

光
市
大
字
三
輪
九

一
三
の
六

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
コ
ロ

下
松
市
大
手
町
二

丁
目
五
番
一
八
号

令
和
五
、
一
一
、

一

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

指
定
辞
退
年
月
日

名

称

所

在

地

医
療
法
人
和
貴
会
い
そ
べ

歯
科
医
院

柳
井
市
南
町
七
丁
目
一
四
番
七
号

令
和
五
、

一
一
、
三
〇

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
七
号

漁
業
災
害
補
償
法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
区
域
及
び
区
分
の
設
定
に
関
す
る
告

示
（
平
成
十
五
年
山
口
県
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

表
中
「
柱
島
漁
業
協
同
組
合
」
を
「
岩
国
市
漁
業
協
同
組
合
」
に
改
め
る
。

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
八
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

一
定
の
水
域
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

漁
業
災
害
補
償
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
定
の
水
域
の
設
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

三
十
年
山
口
県
告
示
第
三
百
六
十
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

か
き
養
殖
業

加
入
区
の
名
称

水

域

通
加
入
区

区
第
五
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

彦
島
加
入
区

区
第
十
四
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

下
関
南
風
泊
加
入
区

区
第
十
七
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

才
川
加
入
区

区
第
二
百
一
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

戸
田
加
入
区

区
第
二
百
十
七
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

下
松
加
入
区

区
第
二
百
二
十
号
、
区
第
二
百
二
十
二
号
、
区
第
二
百
二
十
三
号
、
区
第
二
百
二
十
七

号
及
び
区
第
二
百
二
十
九
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

田
布
施
加
入
区

区
第
二
百
三
十
一
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

柱
島
加
入
区

区
第
二
百
三
十
九
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

二
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森
野
加
入
区

区
第
二
百
四
十
三
号
及
び
区
第
二
百
四
十
四
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

白
木
加
入
区

区
第
二
百
四
十
五
号
及
び
区
第
二
百
四
十
六
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

片
添
加
入
区

区
第
二
百
四
十
七
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

和
田
加
入
区

区
第
二
百
四
十
八
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

二

小
割
り
式
二
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業
、
小
割
り
式
四

年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業
、
小
割
り
式
五
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業

加
入
区
の
名
称

水

域

通
加
入
区

区
第
六
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

大
浦
加
入
区

区
第
七
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

三

小
割
り
式
一
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業
、
小
割
り
式
二
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
は
ま

ち
養
殖
業
、
小
割
り
式
一
年
魚
た
い
養
殖
業
、
小
割
り
式
二
年
魚
た
い
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚

た
い
養
殖
業
、
小
割
り
式
さ
け
・
ま
す
養
殖
業
、
小
割
り
式
一
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業
、
小
割
り
式
二
年

魚
ふ
ぐ
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業
、
小
割
り
式
一
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業
、
小
割
り

式
二
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業
、
小
割
り
式
ひ
ら
め
養
殖
業
、

小
割
り
式
一
年
魚
す
ず
き
養
殖
業
、
小
割
り
式
二
年
魚
す
ず
き
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
す
ず
き

養
殖
業
、
小
割
り
式
二
年
魚
ひ
ら
ま
さ
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
ひ
ら
ま
さ
養
殖
業
、
小
割
り
式

ま
あ
じ
養
殖
業
、
小
割
り
式
一
年
魚
し
ま
あ
じ
養
殖
業
、
小
割
り
式
二
年
魚
し
ま
あ
じ
養
殖
業
、
小

割
り
式
三
年
魚
し
ま
あ
じ
養
殖
業
、
小
割
り
式
二
年
魚
ま
は
た
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
ま
は
た

養
殖
業
、
小
割
り
式
四
年
魚
ま
は
た
養
殖
業
、
小
割
り
式
五
年
魚
ま
は
た
養
殖
業
、
小
割
り
式
す
ぎ

養
殖
業
、
小
割
り
式
ま
さ
ば
養
殖
業
、
小
割
り
式
二
年
魚
め
ば
る
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
め
ば

る
養
殖
業
、
小
割
り
式
四
年
魚
め
ば
る
養
殖
業
、
小
割
り
式
か
わ
は
ぎ
養
殖
業
及
び
う
な
ぎ
養
殖
業

加
入
区
の
名
称

水

域

奈
古
加
入
区

区
第
一
号
及
び
区
第
二
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

野
波
瀬
加
入
区

区
第
三
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

仙
崎
加
入
区

区
第
四
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

下
松
第
一
加
入
区

区
第
二
百
十
九
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

下
松
第
二
加
入
区

区
第
二
百
十
八
号
、
区
第
二
百
二
十
一
号
、
区
第
二
百
二
十
四
号
、
区
第
二
百
二
十
五

号
、
区
第
二
百
二
十
六
号
、
区
第
二
百
二
十
八
号
及
び
区
第
二
百
三
十
号
の
漁
業
権
に

係
る
漁
場
の
区
域

東
三
蒲
加
入
区

区
第
二
百
四
十
一
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

Ḻ
見
加
入
区

区
第
二
百
四
十
二
号
の
漁
業
権
に
係
る
漁
場
の
区
域

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号

漁
業
災
害
補
償
法
第
百
二
十
五
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
一
定
の
区
域
の
設
定
に
関
す

る
告
示
（
昭
和
六
十
三
年
山
口
県
告
示
第
八
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

「

二
の
表
中

柱
島
加
入
区

柱
島
漁
業
協
同
組
合
の
地
区
の
区
域

を
」

「
柱
島
加
入
区

岩
国
市
漁
業
協
同
組
合
の
地
区
の
う
ち
岩
国
市
大
字
端
島
、
大
字

柱
島
及
び
大
字
黒
島
の
区
域

に
改
め
る
。

」

山
口
県
告
示
第
三
百
五
十
号

海
岸
保
全
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
三
十
七
年
山
口
県
告
示
第
五
百
五
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

二

山
口
県
山
口
北
沿
岸
宇
田
郷
漁
港
海
岸
に
関
す
る
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

㈠

海
岸
の
名
称

山
口
県
山
口
北
沿
岸
宇
田
郷
漁
港
海
岸
長
浜
地
区
海
岸

㈡

指
定
区
域

二
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基
点
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
基
点
六
、
補
助
点
六
の

一
、
五
の
一
、
四
の
一
、
三
の
一
、
二
の
一
、
一
の
一
、
基
点
一
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点一

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
惣
郷
字
平
田
二
の
八
番
地
の
標
柱
の
位
置

二

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
惣
郷
字
平
田
三
の
一
番
地
の
標
柱
の
位
置

三

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
惣
郷
字
平
田
六
の
四
番
地
の
標
柱
の
位
置

四

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
惣
郷
字
平
田
五
の
三
番
地
の
標
柱
の
位
置

五

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
惣
郷
字
長
浜
一
〇
五
の
四
番
地
の
標
柱
の
位
置

六

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
惣
郷
字
平
田
三
一
一
の
一
番
地
の
標
柱
の
位
置

補
助
点

一
の
一

基
点
一
か
ら
三
三
度
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
の
一

基
点
二
か
ら
四
三
度
五
〇
分
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
の
一

基
点
三
か
ら
四
四
度
五
〇
分
四
五
メ
ー
ト
ル
の
点

四
の
一

基
点
四
か
ら
四
三
度
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
の
一

基
点
五
か
ら
四
四
度
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

六
の
一

基
点
六
か
ら
五
四
度
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

山
口
県
山
口
北
沿
岸
宇
田
郷
漁
港
海
岸
に
関
す
る
部
分
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
の
二

㈠

海
岸
の
名
称

山
口
県
山
口
北
沿
岸
宇
田
郷
漁
港
海
岸
宇
田
地
区
海
岸

㈡

指
定
区
域

基
点
一
、
二
、
三
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
基
点
三
、
補
助
点
三
の
一
、
二
の

一
、
一
の
一
、
基
点
一
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点一

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
宇
田
字
今
浦
一
三
一
八
番
地
六
の
標
柱
の
位
置

（
北
緯
三
四
度
三
四
分
〇
二
秒
東
経
一
三
一
度
三
二
分
二
七
秒
）

二

基
点
一
か
ら
二
五
度
一
六
分
五
六
秒
三
三
・
〇
〇
三
メ
ー
ト
ル
の
点

三

基
点
二
か
ら
三
五
度
三
六
分
一
八
秒
二
九
・
〇
五
七
メ
ー
ト
ル
の
点

補
助
点

一
の
一

基
点
一
か
ら
二
七
四
度
一
三
分
〇
五
秒
二
八
・
〇
八
九
メ
ー
ト
ル
の
点

二
の
一

基
点
二
か
ら
二
九
九
度
〇
三
分
〇
一
秒
二
六
・
〇
五
一
メ
ー
ト
ル
の
点

三
の
一

基
点
三
か
ら
二
七
二
度
〇
一
分
二
〇
秒
三
一
・
一
七
四
メ
ー
ト
ル
の
点

注

⚑

基
点
一
の
経
緯
度
は
、
測
量
法
及
び
水
路
業
務
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
測
量
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
一
条
の
基
準
に
従
っ
て
測
定
し
た
も
の
で
あ

る
。

⚒

方
位
は
、
真
方
位
と
す
る
。

二
の
三

㈠

海
岸
の
名
称

山
口
県
山
口
北
沿
岸
宇
田
郷
漁
港
海
岸
尾
無
地
区
海
岸

㈡

指
定
区
域

基
点
四
、
五
、
六
、
七
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
基
点
七
、
補
助
点
七
の
一
、
四

の
一
、
基
点
四
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点四

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
惣
郷
字
尾
無
六
四
三
番
地
三
の
標
柱
の
位
置

（
北
緯
三
四
度
三
四
分
五
八
秒
東
経
一
三
一
度
三
三
分
一
五
秒
）

五

基
点
四
か
ら
七
度
〇
七
分
〇
三
秒
一
一
一
・
八
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
点

六

基
点
五
か
ら
二
九
六
度
〇
三
分
〇
六
秒
二
・
四
四
五
メ
ー
ト
ル
の
点

七

基
点
六
か
ら
二
九
四
度
一
二
分
四
八
秒
〇
・
七
一
九
メ
ー
ト
ル
の
点

補
助
点

四
の
一

基
点
四
か
ら
二
七
七
度
〇
九
分
四
二
秒
二
六
・
七
五
九
メ
ー
ト
ル
の
点

七
の
一

基
点
七
か
ら
二
七
六
度
三
八
分
一
八
秒
二
三
・
六
七
六
メ
ー
ト
ル
の
点

注

⚑

基
点
四
の
経
緯
度
は
、
測
量
法
及
び
水
路
業
務
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
測
量
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
一
条
の
基
準
に
従
っ
て
測
定
し
た
も
の
で
あ

る
。

⚒

方
位
は
、
真
方
位
と
す
る
。

公

告

（
二
二
四
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
山
口
地
方
法
務
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。

四
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令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

二

作
業
の
地
域

宇
部
市
居
能
町
一
丁
目
、
居
能
町
二
丁
目
、
居
能
町
三
丁
目
及
び
助
田
町

三

作
業
の
期
間

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
二
月
二
十
九
日
ま
で

（
二
二
五
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
長
門
土
木
建
築
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
レ
ー
ザ
測
量
）

二

作
業
の
地
域

長
門
市
日
置
中

三

作
業
の
期
間

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

（
二
二
六
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
九
州
支
社
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を

実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
水
準
測
量
）

二

作
業
の
地
域

周
南
市
周
陽
二
丁
目

三

作
業
の
期
間

令
和
五
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
十
五
日
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
の
事
項

備
考

（
届
出

年
月
日 ）

立
憲
民
主
党
山
口

県
第
１
区
総
支
部
坂
本
史
子
帖
佐

剛
宇
部
市
昭
和
町
１
丁
目
４

番
13号

１
以
上
の
市
町
村

の
区
域
等
を
単
位

と
し
て
設
け
ら
れ

た
政
党
（
立
憲
民

主
党
）
の
支
部

令
和
５
、

10、
17

三
善
よ
う
へ
い
後

援
会

三
善
庸
平
三
善
庸
平
美
祢
市
美
東
町
真
名
247

の
１

〃
〃
４

山
下
や
す
の
り
後

援
会

吉
屋
康
男
松
田
朋
子
〃

大
嶺
町
東
分
3370

の
５

〃
〃
27

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
異
動
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

異
動

内
容

備
考

(

)

異
動

年
月
日

新
旧

四
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自
由
民
主
党
阿
知
須
支
部

砂
村
幹
夫
事
務
所
山
口
市
阿
知
須

2818
山
口
市
阿
知
須

431
令
和
５
、

９
、
27

代
表
者
砂
村
幹
夫

山
本
貴
広

自
由
民
主
党
防
府
支
部

島
田
教
明
会
計
責
任
者
森
重

豊
笹
井
節
子

〃
４
、
１

芥
川
き
く
じ
後
援
会

村
重

均
代
表
者
村
重

均
杉
山
隆
典

〃
10、
26

多
田
桂
次
郎
後
援
会

重
見
健
治
会
計
責
任
者
多
田
桂
次
郎

松
谷
治
正

〃
〃
27

俵
田
ゆ
う
じ
を
支
え
る
会

俵
田
祐
児
名

称
俵
田
ゆ
う
じ
を

支
え
る
会

祐
希
会

〃
〃
１

会
計
責
任
者
葭
谷
光
哉

大
林
和
美

日
本
保
守
党
山
口
県
本
部

佐
々
木
信
夫
名

称
日
本
保
守
党
山

口
県
本
部

中
道
政
治
連
盟

新
し
い
風

〃
〃
〃

三
菱
下
関
地
区
本
部
政
治
活
動

委
員
会

徳
野
啓
範
会
計
責
任
者
井
口

裕
森
本
哲
平

〃
〃
〃

山
口
県
バ
ス
交
通
懇
話
会

竹
重
秀
敏
代
表
者
竹
重
秀
敏

東
田
成
民

〃
〃
26

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
資
金
管
理
団
体
の
異
動
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

資
金
管
理
団
体

の
届
出
事
項
の

異
動
の
届
出
を

し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

異
動

内
容

備
考

(

)
異

動
年
月
日

新
旧

俵
田
祐
児

俵
田
ゆ
う
じ
を
支
え
る
会
名

称
俵
田
ゆ
う
じ
を

支
え
る
会

祐
希
会

令
和
５
、

10、
１

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事

山 口 県 報 （定期） 第 458 号

六

令和５年11月28日 火曜日


